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このドキュメントは、新しいオペレーティング
 
システムに対する既存のアプリケーションの互換性を検証する方法と、
Windows 7 
および
 Windows Server 2008 R2 
で確認されているアプリケーションの互換性の問題について、アプリケーションの開発者を対象に概説したものです。その他にも、パフォーマンス、信頼性、ユーザビリティなどに関して、従来との相違点に触れているほか、より詳細なホワイト
 
ペーパーなどの開発者向けの資料へのリンクが記載されています。
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[bookmark: _Toc217130067]はじめに
Windows 7® および Windows Server 2008 R2® には、世界中のアプリケーション開発者や企業によって使用される、最新のオペレーティング システム テクノロジおよびソフトウェア開発プラットフォームが導入されています。Windows のセキュリティ、信頼性、パフォーマンス、およびユーザー エクスペリエンスの拡張の一環として、新機能を多数導入すると共に、既存機能の強化を図りました。これにより、廃止された機能もあります。
主な機能強化としては、ユーザー エクスペリエンスを向上させる、強化されたタスク バーや、アプリケーションの安定性を監視し、開発者が注意すべきコード部分を特定する信頼性アクセス コンポーネントなどがあります。Windows 7 および Windows Server 2008 R2 は、Windows XP®、Windows Server 2003®、Windows Vista®、Windows Server 2008®、Windows Server 2008 R2 (サービス パックを含む) 向けに作成されたアプリケーションとの高い互換性を維持していますが、技術革新、セキュリティの強化、信頼性の向上などによって、不可避的に互換性が損なわれている部分があります。ただし、全体としてみれば、既存のアプリケーションに対する Windows 7 と Windows Server 2008 R2 の互換性は良好です。 
このドキュメントは、Windows Vista および Windows Server 2008 のアプリケーション互換性に関するドキュメント (http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb757005.aspx) で取り上げられている概念に基づいて制作されました。同ドキュメントと同様、このドキュメントでは、新しいオペレーティング システムに対する既存のアプリケーションの互換性の検証方法を紹介し、Windows 7 および Windows Server 2008 R2 で確認されているアプリケーションの互換性の問題について概説します。それ以外にも、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティの相違点に触れているほか、詳細なホワイト ペーパーなど、開発者向けの資料へのリンクを紹介しています。
このドキュメントには、アプリケーションの品質に関するさまざまなトピックについて、影響の大きなものから順に記載しています。つまり、似た内容のトピック (Microsoft メッセージ キューに関するトピックなど) が連続して記載されているとは限りません。
また、マイクロソフトは、質の高いアプリケーションの構築や、Windows 7 または Windows Server 2008 R2 でアプリケーションが適切に動作しなかった場合のトラブルシューティングに役立つ最新の機能やツールをいくつか提供しています。特に有益なものを次に示します。
· Application Verifier
· Problem Steps Recorder (Windows エラー報告)
· 信頼性分析コンポーネント
· Network Hang Recovery
· Deployment Image Servicing and Management ツール
以上に示した各機能の詳細については、このドキュメントの「ツール、リソース、ベスト プラクティス」を参照してください。
このドキュメントに関して、皆様のご意見やご提案をお待ちしております。電子メールにて、ISVALLUP@microsovt.com までお寄せください。 

[bookmark: _Toc217130068]アプリケーションの品質に関するトピック
このセクションでは、既存のアプリケーションの動作や新しいアプリケーションの設計方法に影響を及ぼす可能性のある、オペレーティング システムの変更点について説明します。これらの変更点については特に注意していただく必要があります。以下、各トピックを影響の大きいものから順に記載しています。それぞれの項目をクリックすると、該当するセクションに移動できます。
· Internet Explorer 8: ユーザー エージェント文字列
· Internet Explorer 8: データ実行防止 (DEP)/NX
· Windows メールの削除
· Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): Windows 2000 クライアント サポート サービスの削除
· 互換性: オペレーティング システムのバージョン
· サーバー コア: WoW64 はオプションの機能に
· ユーザー インターフェイス: 強化されたタスク バー
· Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): キュー処理の強化
· Windows Server: ターミナル サービス
· ユーザー インターフェイス: High DPI 対応
· Windows ポータブル デバイス用 WPDUSB.SYS ドライバーの削除
· サーバー: Hyper-V
· サーバー: 64 ビット版のみ
· ドキュメント フォルダーを置き換えるファイル ライブラリ
· 新しいバイナリ: リファクタリング
· 互換性: アプリケーション マニフェスト
· Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): 既定の暗号化アルゴリズムとして SHA-2 を採用
· ユーザー インターフェイス: ユーザーアクセス制御ダイアログの更新
[bookmark: _Toc217130069][bookmark: _Ref207424398]Internet Explorer 8: ユーザー エージェント文字列
[bookmark: _Toc217129802]影響を受けるプラットフォーム
[bookmark: CategoryFeatureName][bookmark: _Ref204095029][bookmark: _Ref204097581]クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129803]機能の影響
影響度: 高
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129804]説明
ユーザー エージェント文字列は、バージョンなど、各種の属性に関するデータを Web サーバーに提供する Internet Explorer の ID です。IE のユーザー エージェント文字列に依存している Web アプリケーションは決して少なくありません。影響を受けるのは、こうした Web アプリケーションのうち、以前のバージョン番号に依存するものです。新しいユーザー エージェント文字列には、"Trident/4.0" という文字列が含まれます。これは、Internet Explorer 7 互換モードで実行されている場合に、Internet Explorer 7 のユーザー エージェント文字列と Internet Explorer 8 のユーザー エージェント文字列とを区別できるようにするためです。詳細については、「ユーザー エージェント文字列を理解する」を参照してください。
[bookmark: _Toc217129805]具体的な影響や現象
影響が生じるのは次の 2 つの領域です。
1. ユーザー エージェント文字列を明示的にチェックする Web ページで、IE8 のユーザー エージェント文字列がサポートされていない場合、Web ページが正しく実行されません。その結果、ほとんどの場合、アクセスしようとしているコンテンツがブロックされるか、間違った (または変形された) コンテンツが表示されます。
2. Trident (「ホスティングと再利用 (英語)」を参照) をホストするアプリケーションは、既定では、Web オプション コンポーネントを使用した IE7 として動作します。IE8 の機能は利用できません。
[bookmark: _Toc217129806]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129807]解決策:
ユーザー エージェント文字列内の新しい "MSIE 8.0" バージョンを適切に処理できるようにアプリケーションを調整します。
IE7 をベースとするアプリケーションの場合は、Internet Explorer 7 互換モードを選ぶことも 1 つの方法です。これは、meta タグを使って行うことができます。詳細については、「ユーザー エージェント文字列を理解する」を参照してください。
[bookmark: _Toc217129808]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト 
Vista または XP の IE8 環境で、アプリケーションおよび Web ページを実行し、適切に動作するかどうかを確認してください。 
[bookmark: _Toc217129809]その他のリソースへのリンク
· ユーザー エージェント文字列を理解する: http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms537503(VS.85).aspx
· Internet Explorer 8 のユーザーエージェント文字列 (英語): http://blogs.msdn.com/ie/archive/2008/02/21/the-internet-explorer-8-user-agent-string.aspx
· ユーザー エージェント文字列とバージョン ベクター (英語): http://code.msdn.microsoft.com/ie8whitepapers/Release/ProjectReleases.aspx?ReleaseId=531
· ホスティングと再利用 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa752038(VS.85).aspx 
[bookmark: _Ref207425062][bookmark: _Toc217130070]Internet Explorer 8: データ実行防止 (DEP)/NX
[bookmark: _Toc217129811]プラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
最新のサービス パックが適用されたオペレーティング システムで Internet Explorer 8 を実行した場合、DEP/NX 保護機構が有効になります。Windows XP SP3、Windows Server 2003 SP3、Windows Vista SP1、および Windows Server 2008 はいずれも、IE8 では、DEP/NX が既定で有効になります。
[bookmark: _Toc217129812]機能の影響
影響度: 高
頻度: 高
通常、Internet Explorer 内で実行されるアプリケーションは、DEP/NX との互換性がない場合、起動時にクラッシュして正しく機能しません。DEP/NX と互換性のないアドオンがインストールされている場合、通常、Internet Explorer は起動時にクラッシュします。
[bookmark: _Toc217129813]説明
DEP/NX は、メモリに関連した脆弱性を軽減するためのセキュリティ機能です。Internet Explorer 8 では、Internet Explorer のすべてのプロセスについて、既定で DEP/NX 機能が有効になります。
[bookmark: _Toc217129814]具体的な影響や現象
プログラムの実行は、Windows カーネルによって監視されています。実行可能としてマークされていないメモリ ページからコードが実行されようとしていることをカーネルが検出した場合、そのプログラムの実行が停止され、その結果、クラッシュが発生します。これは、アプリケーション内のメモリに関連した脆弱性 (バッファー オーバーフローなど) が悪用され、何らかのコードが実行されてしまうことを防ぐセキュリティ対策です。
[bookmark: _Toc217129815]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129816]軽減策 (エンド ユーザー向け)
· DEP/NX と互換性のある、より新しいバージョンのアドオンまたはフレームワークをインストールします。
· 管理者権限に昇格して IE を実行した後、[インターネット オプション] の [詳細設定] タブで [オンラインからの攻撃の緩和に役立てるため、メモリ保護を有効にする] チェック ボックスを使用して、DEP/NX を無効にします。
[bookmark: _Toc217129817]解決策 (開発者向け)
· DEP と互換性のある最新バージョンのフレームワーク (ATL など) を使用してアプリケーションをコンパイルします。
[bookmark: _Toc217129818]機能の活用
· /NXCOMPAT リンカー オプションを使用して、DEP/NX 互換性を指定します。
· スタック保護 (/GS)、安全な例外処理 (/SafeSEH)、および ASLR (/DynamicBase) など、利用できる他の保護策をコードで有効にします。
[bookmark: _Toc217129819]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト:
· Windows Vista SP1 以降で、最新の IE バージョンを使用し、DEP/NX を有効にしてコードをテストします。
· または、DEP/NX オプションを有効にしてから、Windows Vista 上の IE7 でテストします。IE7 で DEP/NX を有効にするには、管理者権限で IE を実行し、[ツール] > [インターネット オプション] > [詳細設定] タブで対応するチェックボックスを設定します。
[bookmark: _Toc217129820]その他のリソースへのリンク
· IE8 セキュリティ パート I : DEP/NX メモリの保護: http://msdn.microsoft.com/ja-jp/ie/cc787981.aspx
· データ実行防止 (英語): http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa366553.aspx 
· Windows Vista SP1、Windows XP SP3、Windows Server 2008 R2 に追加された新しい NX API (英語): http://blogs.msdn.com/michael_howard/archive/2008/01/29/new-nx-apis-added-to-windows-vista-sp1-windows-xp-sp3-and-windows-server-2008.aspx 
[bookmark: _Ref207425080][bookmark: _Toc217130071]Windows メールの削除
[bookmark: _Toc217129822]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129823]機能の影響
影響度: 高
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129824]説明
API CoStartOutlookExpress は無効化されます。"その他のメール API" は、非推奨としてマークされており、今後のバージョンの Windows では廃止される予定です。ただし、公開された API については、廃止または非推奨としてマークされていない限り、Windows 7 でも引き続き動作します。バイナリは、ユーザーのシステムに維持され、前述の API を介してアクセスできます。さらに、ユーザーの電子メール ファイル (.eml) およびニュース ファイル (.nws) もシステム上に維持されます。
[bookmark: _Toc217129825]具体的な影響や現象 
Windows メールの削除による影響は、次のとおりです。
· [bookmark: _Toc217129826]Windows メールおよび連絡先へのすべてのエントリ ポイント ([スタート] メニュー、ユーザーが作成したショートカット、[スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行] など) は削除されるか、無効になります。完全に削除されるケースと、起動しようとしたときにエラーになるケースとがあります。
· [bookmark: _Toc217129827]DLL はすべてシステムに含まれます。
· [bookmark: _Toc217129828]公開された API は、Vista 上と同様、引き続き動作します。
· [bookmark: _Toc217129829]メインのブラウザー UI の起動を試みるすべての API は、警告なしで失敗するように変更されています。関数からは成功の値が返されますが、ユーザーに対して UI は表示されません。他のダイアログ ボックスを呼び出す API (スプーラーやアカウントのダイアログなど) については、引き続き UI が表示されます。
· [bookmark: _Toc217129830]プロトコル (mailto、ldap、news、snews、nntp) ハンドラーは、今後、Windows メールにも連絡先にも関連付けられません。起動しようとすると、エラー ダイアログが表示され、別のプログラムとの関連付けを設定するように促されます。
· [bookmark: _Toc217129831]ファイルの関連付け (.eml、.nws、.contact、.group、.wab、.p7c、.vfc) は解除されるか、無効化されます。これらの拡張子を持つファイルを開こうとすると、既にインストールされていて使用可能な状態にある他のアプリケーションを一覧にしたダイアログ ボックスが表示され、解決策を提供する Web ページに誘導されます。
· [bookmark: _Toc217129832]アップグレードのシナリオでは、ユーザー ファイル (連絡先ファイル、メッセージなど) はすべてシステム上に維持されます。
· [bookmark: _Toc217129833]既定では、連絡先フォルダーが、ユーザーからは見えないように非表示に設定されます。
· [bookmark: _Toc217129834]MSDN では API が非推奨としてマークされます。
· [bookmark: _Toc217129835]ファイルのプレビュー機能は削除されます。
· [bookmark: _Toc217129836]右クリック メニューのシェル フックは削除されます。
· [bookmark: _Toc217129837]ファイルの検索機能は削除されます。
[bookmark: _Toc217129838]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129839]軽減策
ユーザーには、Windows Live メールなど、.eml および .nws ファイルの読み取りに対応した他のメール製品のインストールをお勧めします。
[bookmark: _Toc217129840]解決策
既定のメール ハンドラーがインストールされているかどうかを検出します。インストールされていなかった場合は、Windows Live メールなど、.eml および .nws ファイルの読み取りに対応した他の製品をインストールするようにアドバイスします。 
Windows メール UI API を呼び出すコードは正常に動作しないので、そのような設計は行わないようにしてください。.eml ファイルや .nws ファイルにアクセスする場合は、他の方法を検討する必要があります。また、Windows メールの API に依存しているコードがある場合は、早期に解消するようにしてください。
[bookmark: _Toc217129841]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト
実際にアプリケーションを Windows 7 環境で実行し、UI API を呼び出していないかどうかを確認します。
[bookmark: _Ref207425513][bookmark: _Toc217130072]Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): Windows 2000 クライアント サポート サービスの削除
[bookmark: _Toc217129843]プラットフォーム
サーバー: Windows Server 2008 R2
Windows Server 2008 R2 のドメイン コントローラーだけで構成されている Windows 7 ドメインで Windows 2000 を運用している場合に影響があります。
[bookmark: _Toc217129844]機能の影響
影響度: 高
頻度: 低
[bookmark: _Toc217129845]説明
Windows 2000 クライアント サポート サービスは、Windows 2003 または Windows 2008 のドメイン コントローラー コンピューターにインストールできる、メッセージ キュー サーバーのオプション コンポーネントです。このサービスを使用することで、Windows 2003/2008 コンピューターにインストールされたメッセージ キュー サーバーに対し、Windows 2000 クライアントをドメイン統合モードで運用できるようになります。Windows XP 以上で動作する MSMQ クライアントには、このサービスは不要です。
[bookmark: _Toc217129846]具体的な影響や現象
Windows 7 ドメインにアップグレードすると、そのドメインに参加している Windows 2000 コンピューター上の既存の MSMQ アプリケーションは、そのクライアントを上位の Windows バージョンにアップグレードしない限り、ドメイン統合モードで動作できなくなります。
[bookmark: _Toc217129847]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129848]軽減策
Windows 7 ドメインで Windows 2000 クライアント コンピューターを使用しているユーザーは、そのドメイン内に Windows 2003/2008 ドメイン コントローラーを構成し、MSMQ Windows 2000 クライアント サポート サービスをインストールできます。
[bookmark: _Toc217129849]機能の活用
MSMQ サーバーの Active Directory ベースの実装を最大限に活かすためには、MSMQ を実行している Windows 2000 クライアント コンピューターを上位の Windows バージョンにアップグレードする必要があります。
[bookmark: _Toc217129850]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト
Windows 7 より前のバージョンのドメイン コントローラーが少なくとも 1 つ存在する Windows 7 ドメイン上に、MSMQ を実行している Windows 2000 クライアント コンピューターが存在する場合は、その混在環境でアプリケーションが正常に動作するかどうかを確認する必要があります。
[bookmark: _Toc217130073][bookmark: _Ref207425173]互換性: オペレーティング システムのバージョン 
[bookmark: _Toc217129852]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129853]機能の影響
影響度: 高
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129854]説明 
Windows 7 および Windows Server 7 の内部的なバージョン番号は 6.1 です。アプリケーションから GetVersion 関数を実行すると、このバージョン番号が返されるようになります。ウイルス対策、バックアップ、ユーティリティ アプリケーション、およびコピー防止関連のアプリケーションにとっては、この点が特に重要になります。
[bookmark: _Toc217129855]具体的な影響や現象 
この変更がもたらす具体的な現象は、アプリケーションによって異なります。
· 特に OS バージョンをチェックするアプリケーションでは、バージョン番号の高いほうが取得される。
· アプリケーション インストーラーによりアプリケーションのインストールが中止され、アプリケーション自身も起動を停止する場合がある。
· アプリケーションがユーザーに警告を出して、引き続き正常に機能する場合がある。
· アプリケーションによっては、不安定になったりクラッシュする場合がある。
[bookmark: _Toc217129856]対処策
[bookmark: _Toc217129857]軽減策
Windows 7 および Windows Server 7 のアプリケーション互換性は非常に高いため、ほとんどのアプリケーションは Windows 7 および Windows Server 7 上で正常に機能します。ただし、Windows 7 および Windows Server 7 には、OS バーションをチェックするアプリケーションおよびインストーラー用に互換性モードが用意されています。
ユーザーは、ショートカットか実行可能ファイルを右クリックして、[互換性] タブで Windows XP SP2 または Windows Vista の互換モードを適用できます。これによって、ほとんどの場合、アプリケーションに変更を加えることなく、アプリケーションを正常に機能させることができます。
[bookmark: _Toc217129858]解決策
[bookmark: _Ref207425096][bookmark: _Ref207425224]一般的には、アプリケーションから OS のバージョン チェックを実行すべきではありません。特定の機能が必要な場合は、その機能の検索を試みて、見つからなかった場合にのみ、要件が満たされていないものとして扱うようにします。少なくとも、アプリケーションがサポートする最低の OS バージョンと同じか、それ以上のバージョン番号は常に受け入れる必要があります。特定の法令、ビジネス、またはシステム コンポーネントのニーズがある場合にのみ例外とします。
[bookmark: _Toc217130074]サーバー コア: WoW64 はオプションの機能に
[bookmark: _Toc217129860]プラットフォーム
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129861]機能の影響
影影響度: 中
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129862]説明
Windows Server 7 のサーバー コアのインストール オプションで、WoW64 が既定ではインストールされないように仕様が変更されました。今後、WoW64 は、32 ビットのコードを実行する必要がある場合に適宜インストール可能なオプションの機能として位置付けられます。
また、Active Directory、Active Directory ライトウェイト ディレクトリ サービス、および、Web サーバーの各ロールを Windows Server 7 で実行する場合は、WoW64 をインストールする必要があります。
[bookmark: _Toc217129863]具体的な影響や現象
管理者が 32 ビット コードをサーバー コアで実行した場合、アプリケーションが実行できないことを示すエラー メッセージが表示されます。
管理者が Active Directory、Active Directory ライトウェイト ディレクトリ サービス、および Web サーバーを実行しようとした場合、エラー メッセージが表示されます。
[bookmark: _Toc217129864]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129865]軽減策
WoW64 をインストールします。
[bookmark: _Toc217129866]解決策
WoW64 をインストールしなくてもサーバー コアで実行できるように、64 ビット バージョンのコードを提供することをお勧めします。
少なくとも、32 ビットのコードを実行するには WoW64 のインストールが必要であることを、ユーザー向けのドキュメントに記載する必要があります。
[bookmark: _Toc217129867]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト
使用されているすべてのコードが 64 ビットに対応していることを確認します。
[bookmark: _Toc217129868]リソース
· WoW64 実装の詳細 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384274(VS.85).aspx 
· WoW64 のデバッグ (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384163(VS.85).aspx 
· サーバー コア (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms723891(VS.85).aspx 
[bookmark: _Ref210023284][bookmark: _Toc217130075]ユーザー インターフェイス: 強化されたタスク バー
[bookmark: _Toc217129870]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129871]機能の影響
影響度: 中
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129872]説明
[bookmark: _Toc217129873]全般
Windows 7 のデスクトップに搭載される新機能は、その多くがオプションとして提供されます。以下はこのことを前提として説明しています。これらの機能はベータ リリースで使用可能になります。M3 リリースでは利用できません。
アプリケーションから Windows 7 の新しいタスク バーを活用することで、より多くの情報を、より直観的な方法でユーザーに提供することができます。タスク バーには、アプリケーションごとに、32 × 32 アイコンで表現される単一のボタンが表示されます。既定では、各アプリケーションによって実行されているすべてのウィンドウが、この単一のアイコンの下でグループ化されます。ユーザーは、アプリケーションのショートカットをいつでもアクセスできるようタスク バーに固定して、アプリケーション起動プログラムとして利用することもできます。アプリケーションの実行中は、アプリケーションに対応するボタンが、固定した起動プログラムの代わりに表示されます。そのため、アプリケーションには、タスク バー上で常に単一の決まった位置が与えられることになります。デスティネーション リスト、アイコン オーバーレイ、実行中のウィンドウのサムネイル、サムネイル ツール バー、進行状況バーなど、アプリケーションに関するすべての情報は、各アプリケーションのタスク バー ボタンから一元的にアクセスできます。 
[bookmark: _Toc217129874]デスティネーション リスト
ユーザーは、デスティネーション リスト (名称はベータ リリース後に変更される可能性があります) を使用することで、目的の場所にこれまで以上にすばやくアクセスできます。デスティネーション リストには、アプリケーション内で開くファイル、URL、タスク、カスタム アイテムなどが表示されます。スタート メニューおよびタスク バーに設けられた新しいデスティネーション リストを使用すると、アクセスする頻度の高い場所や主要なタスクに 1 回のクリックでアクセスできます。デスティネーション リストには、ファイル ベースのアプリケーションに関して、その使用頻度と最終アクセス日時に応じて自動的に項目が表示されます。また、アプリケーションから独自のデスティネーションを定義し、その使用状況とセマンティクスを監視することもできます。アプリケーションでの電子メールの作成など、直接アクセスできた方が便利な操作については、アプリケーションのメニューに表示される "タスク" として定義することもできます。
[bookmark: _Toc217129875]アイコン オーバーレイ
アイコン オーバーレイを使用すると、アプリケーションのタスク バー ボタンの右下の領域に、時間のかかる操作のステータスや通知を表示することができます。アイコンは、通知や状態情報を受け取った順に 1 つずつ表示されます。 
この機能はオプションです。技術的には、アイコン イメージ ファイル (16 × 16 ピクセル) と HWND の両方が必要になります。 
[bookmark: _Toc217129876]サムネイル
既定では、大きくインタラクティブなアプリケーション用サムネイルが表示されます。サムネイル API を利用することで、アプリケーションの独自の子ウィンドウや、それらのウィンドウに対応するサムネイルを定義できます。また、アプリケーションのウィンドウに対して割り当てるサムネイルは、小さなイメージに限らず、フルサイズのイメージでもかまいません。 
この機能はオプションです。 
[bookmark: _Toc217129877]サムネイル ツール バー
サムネイル ツール バーを使用すると、メディア アプリケーションの再生/停止制御など、ウィンドウに関連した主な操作を 1 か所から、ウィンドウを復元することなく実行できます。 
この機能はオプションです。技術的には、アプリケーションで標準的な Win32 ツール バーを用意し、それらをコールバックで利用することができます。
[bookmark: _Toc217129878]進行状況バー
タスク バー ボタンに進行状況バーを表示すると、ウィンドウを開いたままにしなくても、ユーザーは常に進行状況を追跡できます。これは、ファイルのコピー、ダウンロード、インストール、CD 作成など、実行に時間のかかる操作の場合に有用です。進行状況バーには、対応する共通コントロールでサポートされているすべてのステータス (確定、不確定、停止、一時停止など) を表示できます。
この機能はオプションです。技術的には、状態と値 (0 ～ 100) を指定することによって API を呼び出します。 
[bookmark: _Toc217129879]プログラムによるガジェットの配置
ISV はこの機能を使用して、プログラムから直接ユーザーのデスクトップにガジェットを配置できます。配置できるガジェットは、アプリケーションごとに 1 つだけです。 
この機能はオプションです。技術的には、アプリケーションのインストール時または初回実行時に API を呼び出します。 
[bookmark: _Toc217129880]具体的な影響や現象
[bookmark: _Toc217129881]デスクバンドの使用
新しい Windows タスク バーでは、Aero グラスをサポートする IDeskband2 クラスのデスクバンドのみがサポートされます。アプリケーションでデスクバンドを使用する場合は、Aero グラスのサポートが必須です。 
[bookmark: _Toc217129882]クイック起動
[bookmark: _MailEndCompose]タスク バーには、クイック起動が表示されなくなります。アプリケーションのインストールに支障をきたさないように、基になるフォルダーは残されますが、タスク バーには、クイック起動バーは表示されません。 
[bookmark: _Toc217129883]タスク バーのボタン
Windows 7 のタスク バーは、アプリケーションの起動に使用されたショートカットを、そのアプリケーションで実行中のすべてのウィンドウおよびアプリケーションのデスティネーション リストに対して関連付けようと自動的に試みます。この関連付けに失敗した場合、次のような影響が生じます。
· 同じアプリケーションに属する実行中のウィンドウが、単一のタスク バー ボタンの下でグループ化されなくなります。
· デスティネーション リストの 2 つのコマンド (実行中のアプリケーションを固定するためのコマンドと、新しいインスタンスを起動するためのコマンド) が正常に機能しなくなります。
· 通常、固定されたアプリケーション ショートカットは、実行中のウィンドウに置き換わりますが、その同化処理が正常に機能しなくなります。
· 該当するアプリケーションに関しては、デスティネーション リストが正常に表示されなくなります。
これらの影響が顕在化する一般的な状況としては、次のようなケースがあります。
· 複数の実行可能ファイルから UI を表示するアプリケーション
· 同時に他のアプリケーションを実行している実行可能ファイルの中で実行されている、UI を表示するアプリケーション (ホスト プロセスなど)
[bookmark: _Toc217129884]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129885]解決策
[bookmark: _Toc217129886]デスクバンドの使用
アプリケーションでデスクバンドを使用する場合は、Aero グラスのサポートが必須です。 
[bookmark: _Toc217129887]クイック起動
アプリケーションのインストーラーやその他の UI から、クイック起動関連のオプションをすべて削除します。 
[bookmark: _Toc217129888]ショートカットの関連付け
アプリケーションのショートカットと、そのタスク バー上のウィンドウとの関連付けは、新しい AppUserModelID を使用して行います。アプリケーションで明示的に AppUserModelID を宣言することによって、タスク バーの既定のグループ化と同化プロセスをオーバーライドできます。 
明示的に AppUserModelID を使用することで、アプリケーションのすべての要素を関連付けることができます。単一のアプリケーションのすべてのコンポーネントに同じ AppUserModelID が割り当てられている必要があります。 
異なる AppUserModelID を使用することによって、同じホスト プロセス内で実行される、互いに依存しないアプリケーションを区別できます。
· アプリケーションのすべてのウィンドウに対するプロパティとして System.AppUserModel.ID を設定するか、SetCurrentProcessExplicitAppUserModelID() API を使用して、UI を表示するアプリケーションのプロセスに AppUserModelID を割り当てます。
· アプリケーションを起動するすべてのショートカットに PKEY_AppUserModel_ID プロパティを設定します。
· ファイル タイプの登録 の progID 登録で AppUserModelID を設定します (該当する場合)。
· カスタム デスティネーション リストの API を呼び出すときに AppUserModelID を使用します (該当する場合)。 
[bookmark: _Toc217129889]新機能の活用
[bookmark: _Toc217129890]デスティネーション リスト
ICustomDestinationList API を呼び出すことによって、デスティネーション、カテゴリ、タスクなどをカスタマイズします。注: ベータ版以降、機能名は変更される可能性があります。API 名は最終決定です。
[bookmark: _Toc217129891]アイコン オーバーレイ
ITaskbarList3 API のメソッドを使用して、アイコン オーバーレイを設定します。
[bookmark: _Toc217129892]サムネイルとサムネイル ツール バー
ITaskbarList3 API のメソッドを使用して、サムネイルおよびツール バーを設定します。
[bookmark: _Toc217129893]進行状況バー
ITaskbarList3 API のメソッドを使用して、進行状況バーを呼び出します。
[bookmark: _Toc217129894]プログラムによるガジェットの配置
アプリケーションのインストール時に RunGadget API を呼び出すことによって、プログラムからユーザーのデスクトップにガジェットを配置できます。 
[bookmark: _Toc217129895]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト
PDC 時点のビルドでは、これらの機能が含まれていませんが、ベータ版のビルド更新時には利用できるようになる予定です。ベータ版ソフトウェアで更新した後、次の条件を試すことによって、Windows 7 のタスク バーにアプリケーションが正しく表示されるかどうかをテストできます。
· アプリケーションの複数のウィンドウ (または複数のインスタンス) を開きます。単一のタスク バー ボタンの下で、これらすべてのウィンドウがグループ化されて表示されます。
· アプリケーションの実行中、タスク バーでデスティネーション リストを開き、2 つのコマンド (アプリケーションをタスク バーに固定するためのコマンドと、 アプリケーションのショートカットを介して新しいインスタンスを起動するためのコマンド) を表示します。両方のコマンドが正しく機能することを確認してください。たとえば、アプリケーションの実行中、デスティネーション リストから、実際にアプリケーションをタスク バーに固定します。アプリケーションを終了した後、そのアプリケーションの正しいショートカットがタスク バー上にあること、また、そのショートカットから適切にアプリケーションを起動できることを確認します。
· アプリケーションをタスク バーに固定した状態で (2 つ目の手順を参照)、他の方法または他の場所からアプリケーションを起動します。固定状態のランチャーが、実行中のウィンドウのタスク バー ボタンに置き換わること (つまり、同化されて同じ場所に表示されること) を確認します。
· ファイル ベースのアプリケーションである場合は、Windows エクスプローラーからいくつかのファイルを開きます。次に、これらのファイルがアプリケーションのデスティネーション リストに表示されることを確認します。
[bookmark: _Ref207425107][bookmark: _Toc217130076][bookmark: _Ref208922610]Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): キュー処理の強化
[bookmark: _Toc217129897]プラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129898]機能の影響
影響度: 中
頻度: 中
[bookmark: _Toc217129899]説明 
MSMQ サービスには、システムで作成可能なキューの数に厳密な制限は設けられていません。ただし、あまりに多くのキューが作成されると、システムのパフォーマンスに影響が生じます。具体的には、キューの数が数千を超えると、MSMQ サービスの起動時間が指数関数的に増加し、体感的にも影響が明らかになります。
Windows 7 では、MSMQ サービスの起動を最適化し、キューをメモリに読み込むときのルックアップのオーバーヘッドを減らしています。この最適化によって、システム内で数千のキューが作成される場合でも、MSMQ サービスの起動時間が劇的に向上しました。
[bookmark: _Toc217129900]具体的な影響や現象
このパフォーマンス強化によって、既存のアプリケーションの機能に影響が及ぶことはありません。
[bookmark: _Toc217129901]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129902]変更された機能の活用
Windows 7 上の MSMQ を使ったアプリケーションを開発する際、今後は、キューの数に制限を設けることなくソリューションを設計できます。キューの数が MSMQ サーバーの全体的なパフォーマンスにまったく影響しなくなるわけではありませんが、その度合いは線形的であり、従来のように指数関数的な影響が生じることはありません。
[bookmark: _Toc217129903]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト 
大量のキューを使用する場合は、テスト ベッドで運用環境をシミュレートし、パフォーマンスを監視してください。テスト システムに大量のキューとメッセージが存在する状態で、サービスの起動時間とメッセージの処理能力を分析するようにします。
[bookmark: _Ref210022730][bookmark: _Ref210023318][bookmark: _Toc217130077]Windows Server: ターミナル サービス
[bookmark: _Toc217129905][bookmark: _Ref207425275]影響を受けるプラットフォーム
サーバー: Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129906]機能の影響
影響度: 中
頻度: 中
[bookmark: _Toc217129907]説明
ターミナル サービス (TS) は、複数のユーザーが同時に Windows Server にアクセスできるようにする技術です。マイクロソフトが提唱する "プレゼンテーションの仮想化" テクノロジを使用して、アプリケーションやデータのホスティング サービスを提供することが可能です。
ほとんどの 32 ビットおよび 64 ビット アプリケーションは、Windows ターミナル サービス上で "そのまま" 動作しますが、マルチ ユーザー環境、複数ユーザーによる同時アクセスなど、プラットフォームの違いから適切に動作しないケースもあります。
アプリケーションの品質の詳細については、ターミナル サービスのアプリケーションの互換性に関するホワイト ペーパー (<<公開されるリンクを挿入>>) を参照してください。 
ターミナル サービスについては、ターミナル サービス製品ページ (英語) およびターミナル サービスの TechNet の Web サイトに詳しく解説されています。ターミナル サービスを使ったアプリケーションの開発については、「ターミナル サービスのプログラミング ガイドライン (英語)」を参照してください。
[bookmark: _Toc217129908]具体的な影響や現象、その軽減策
ターミナル サービス上のアプリケーションに影響する Windows 7 の変更点は次の 3 つです。
· Windows Server 2008 R2 は 64 ビット版のみ
· セッション単位の IP 仮想化 
· MSI ベースの展開 (ユーザー固有のキー)
[bookmark: _Toc217129909]Windows Server 2008 R2 は 64 ビット版のみ
32 ビット サーバー用に作成されたアプリケーションは WoW モードで実行されます。Windows Server 2008 R2 (ターミナル サービスも含む) 上でネイティブには実行されません。詳細については、「サーバー: 64 ビット版のみ」を参照してください。
[bookmark: _Toc217129910]変更 (Windows 7 Server 2008 R2 の 64 ビット版一本化) に対する軽減策
32 ビット用に作成されたほとんどのアプリケーションは、WoW モードで正常に機能します。Windows 7 ターミナル サービス用に作成する新しいアプリケーションは、64 ビット プラットフォームでの展開を想定して開発、テストする必要があります。
[bookmark: _Toc217129911]セッション単位の IP 仮想化
Windows 7 のターミナル サービスは、セッション単位の IP 仮想化に対応しているため、インスタンスごとに一意の IP が必要なアプリケーションを、ターミナル サービス上の同時セッションとして実行できます。そのため、以前はターミナル サービスで正常に機能しなかった特定のアプリケーションが、今後は正常に動作するようになります。従来は、そのようなアプリケーションを強制終了したり、機能を制限したりする関係上、アプリケーションがリモート デスクトップ セッションで実行されているかどうかを明示的に確認する必要がありましたが、そのような手間が不要となります。 
[bookmark: _Toc217129912]変更 (セッション単位の IP 仮想化) に対する軽減策
これは、アプリケーションの品質向上機能です。そのため、アプリケーションに対する変更として唯一必要なことは、インスタンスごとに固有の IP を必要とするアプリケーションの互換性を有効化することです。こうしたアプリケーションにより、Windows 7 のターミナル サービス機能を制限する必要はありません。
[bookmark: _Toc217129913]MSI ベースの展開 (ユーザー固有のキー)
リモート デスクトップ サーバー上のすべてのユーザーの固有キー (HKCU) をインストールする処理が、Microsoft Windows インストーラー (MSI) によって行われるようになりました。これにより、インストールと展開の互換性が向上します。また、インストールに伴うレジストリのシャドウイングも不要になります。ユーザー固有のキーが MSI によって設定されるタイミングは、特定のユーザー (アプリケーションを起動したユーザー) に対するインストール後の初回起動時となります。
[bookmark: _Toc217129914]変更 (MSI ベースの展開) に対する軽減策 
MSI ベースの展開では、インストール用にユーザー単位のキーを作成するためのスクリプトを明示的に作成する必要はありません。Windows 7 では、この処理が MSI によって行われます。
[bookmark: _Toc217129915]その他のリソースへのリンク
· ターミナル サービスのプログラミング ガイドライン (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa383490(VS.85).aspx 
· ターミナル サービスの TechNet: Windows Server - ターミナル サービス
· ターミナル サービスの製品ホームページ (英語): ターミナル サービス製品ホームページ
· ターミナル サービスにおけるアプリケーションの互換性についてのホワイト ペーパー: <<公開されるリンクを挿入>>
[bookmark: _Ref210023332][bookmark: _Toc217130078]ユーザー インターフェイス: High DPI 対応
[bookmark: _Toc217129917]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
[bookmark: _Toc217129918]機能の影響
影響度: 中
頻度: 中
[bookmark: _Toc217129919]説明 
High DPI 対応の目的は、エンド ユーザーが、ディスプレイをネイティブ解像度に設定し、表示テキストやイメージのサイズを画面の解像度ではなく DPI で変更できるようにすることです。コンピューターへのクリーン インストール時、Windows 7 は、OEM が DPI 設定を使用して構成した既定の DPI を自動検出して構成します。High DPI 対応アプリケーションで、最も見やすい結果を得ることができるように設計を手助けするツールが用意されています。
Windows 7 には、High DPI に関連して、次の 2 つの機能が新たに追加されました。
· ユーザー単位の DPI 設定 (以前はコンピューター単位)
· 再起動を必要としない DPI 変更 (ただし、ログオフ/ログオンは必要)
[bookmark: _Toc217129920]具体的な影響や現象
High DPI を想定していないアプリケーションでは、次に示すような視覚的な問題が生じることがあります。
· UI やテキストが他の UI 要素によってクリッピングされる。
· フォント サイズの不整合が生じる。
· UI が画面からはみ出す。
· テキストや UI がぼやける。
· ドラッグ アンド ドロップなどの入力に支障が生じる。
· フル スクリーン DX アプリケーションのレンダリングが部分的に画面からはみ出す。 
[bookmark: _Toc217129921]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129922]解決策
アプリケーションを DPI 対応にするには、次の手順に従います。
手順 1: DPI 対応評価 (DPI Awareness Assessment) を実行し、検出されたすべての問題を記録します。
手順 2: 個々の問題を DPI のコーディングに関する一般的な問題と照らしてチェックします。 
手順 3: アプリケーションを完全に DPI 対応化するためのコストを評価します。 
手順 4: 必要な High DPI アセット (ボタン、アイコンなど) の一覧を作成します。 
手順 5: 手順 1. で見つかった DPI の問題を解消します。 
手順 6: 手順 4. で把握した新しいアセットを統合します。
手順 7: アプリケーションを DPI 対応として宣言します。
手順 8: DPI 対応評価を再度実行し、問題が解決されていることを確認します。
[bookmark: _Toc217129923]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト 
DPI 対応評価を再度実行し、問題が解決されていることを確認します。
[bookmark: _Ref207425156][bookmark: _Toc217130079]Windows ポータブル デバイス用 WPDUSB.SYS ドライバーの削除
[bookmark: _Toc217129925][bookmark: _Ref207425284][bookmark: _Ref208067027][bookmark: sectionToggle0]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129926]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217129927]説明
マイクロソフトでは、Windows ポータブル デバイス (WPD) に使用される Windows Vista USB ドライバー スタック (WPDUSB.SYS) のカーネル モード コンポーネントを、汎用の WINUSB.SYS ドライバーに置き換えました。元の WPDUSB.SYS ドライバーとの通信は、プライベートの I/O コントロール (IOCTL) コードを介して行われていましたが、このサポートも廃止されました。
これらの IOCTL コードを使用する場合は、メディア転送プロトコル (MTP) を適切に解釈し実装する必要があります。Windows Vista では、サード パーティ アプリケーションによる、これらの IOCTL コードの使用はサポートされていませんでした。
[bookmark: _Toc217129928]具体的な影響や現象
プライベートの IOCTL コードが利用できることを前提としているアプリケーションは、USB 接続の MTP デバイスにアクセスできなくなります。
[bookmark: _Toc217129929]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129930]軽減策
プライベート IOCTL コードに依存するアプリケーションのユーザーが USB 接続の MTP デバイスにアクセスするには、別のアプリケーション (または更新版のアプリケーション) を使用する必要があります。
[bookmark: _Toc217129931]既存の機能に対する影響の解決策
アプリケーションから WPD デバイスを検出し、対話するためには、Windows ポータブル デバイス (WPD) API を使用する必要があります。PC との通信に MTP を実装している WPD デバイスの割合は非常に高いですが、WPD は MTP デバイスに限定されません。また、従来は、プライベート IOCTL を介してデバイスに直接アクセスするという要件から、アプリケーションが USB 接続デバイスとしか通信できないという制限がありました。そのような場合、WPD API を使用することで、接続の選択肢を他の通信プロトコル (Wi-Fi など) にまで広げることができます。アプリケーションを MTP 対応にしなければならないというまれなケースを想定し、WPD API には、生の MTP コマンド用のパス スルー メカニズムが用意されています。
[bookmark: _Toc217129932]新機能の活用による影響の回避
WPD API は、Windows XP (Windows Format SDK が必要)、Windows Vista、および Windows 7 でサポートされます。Windows 7 の実装による WPD では、別途、Bluetooth 経由での MTP がサポートされています。
[bookmark: _Toc217129933]その他のリソースへのリンク
Windows ポータブル デバイス (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms740786(VS.85).aspx 
[bookmark: _Ref210023355][bookmark: _Toc217130080]サーバー: Hyper-V
[bookmark: _Toc217129935]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129936]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217129937]説明
サーバーの仮想化によって、物理的に 1 台のコンピューター上で複数のオペレーティング システムを仮想マシン (VM) として実行できるようになりました。使用率の低いサーバー コンピューターのワークロードを少数のコンピューターに集約してリソースを最大限に活用することが可能です。Windows 7 では、Windows Server 2008 バージョンの機能が強化されています。そのいくつかを次に示します。
· ライブ移行: Windows Server 2008 には、クイック移行という機能がありました。新しいライブ移行では、移行に要する時間が短縮され、ストレージの柔軟性が向上しています。
· 動的メモリ: 仮想マシンにメモリを割り当てる際、メモリ使用量の上限と下限を設定しておくことにより、仮想マシンでのメモリの使用量を動的に増減させることができるようになりました。
· 論理プロセッサのサポート: 論理ホスト プロセッサ数を 16 から 32 に増やしました。
· ストレージのホット アド: 実行中の仮想マシンに対し (仮想マシンの電源を切らなくても)、他の VHD またはパス スルー ディスクを追加できるようになりました。
· 新しいハードウェアのサポート: Second Level Translation (SLAT)、TCP Offload (Chimney)、VMdQ など、今後、市場に投入される予定の最新のプロセッサおよびネットワーク カードのテクノロジがサポートされます。
· ターミナル サービス仮想化 (TSv): Hyper-V のデスクトップ ソリューションが集約されています。
[bookmark: _Toc217129938]具体的な影響や現象
· ライブ移行: このテクノロジをフルに活用するには、ストレージ システムの設計を見直す必要があります。必ずしも変更が必要とは限りませんが、テクノロジの利点を活かすためには実装を検討してください。ライブ移行を組織的に管理するためには、管理アプリケーションが必要になる場合があります。
· 動的メモリ: Windows Server 2008 R2 に移行したからといって、直ちにこの機能が既存の仮想マシンに影響するわけではありません。この機能を使用しないようにすることもできます。仮想マシンの設定を構成する管理アプリケーションを使用してこの新機能を管理するには、管理アプリケーションのアップデートが必要になる場合があります。
· 論理プロセッサ サポート: Windows Server 2008 から Windows Server 2008 R2 に移行する際、この機能がユーザーまたは ISV に影響することはありません。
· ストレージのホット アド: Windows Server 2008 から Windows Server 2008 R2 に移行する際、この機能がユーザーまたは ISV に影響することはありません。仮想マシンの設定を構成する管理アプリケーションを使用してこの新機能を管理するには、管理アプリケーションのアップデートが必要になる場合があります。
· 新しいハードウェアのサポート: これらの機能は、今後市場に投入される予定の新しいハードウェアにのみ適用されます。各機能に対する組み込みのサポートがあるわけではないので、Windows Server 2008 から Windows Server 2008 R2 に移行される物理サーバーが影響を受ける可能性は低いと思われます。移行対象のサーバーでこれらの機能が利用できたとしても、直接的な変化は見込まれません。
· ターミナル サービス仮想化: Windows Server 2008 から Windows Server 2008 R2 に移行する際、この機能がユーザーまたは ISV に影響することはありません。ターミナル サービス (TS) を利用するアプリケーションが影響を受ける可能性はあります。この機能は TS と直接連携するため、この新機能を管理するためには、TS の構成に使用するアプリケーションのアップデートが必要になります。
[bookmark: _Toc217129939]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129940]軽減策
· ライブ移行: エンド ユーザー向けの規範ガイダンスに、ストレージ システムの設計に対するベスト プラクティスや推奨事項を記載するようにします。オプションや推奨事項についての情報をエンド ユーザーに提供することが必要です。
[bookmark: _Toc217129941]活用
· ライブ移行: この機能によって、ダイナミックな IT 環境が可能となります。仮想化管理アプリケーションの開発者は、この新機能を活かすために、アプリケーションを修正する必要があります。マイクロソフトでは、開発者がアプリケーションからこの機能を利用できるように、WMI インターフェイスを公開しています。
· 動的メモリ: Hyper-V 上で、今まで以上に効率よく仮想マシンを整理統合することが可能となります。この新機能を活かすためには、仮想化管理アプリケーションの開発者がアプリケーションを修正する必要があります。マイクロソフトでは、開発者がアプリケーションからこの機能を利用できるように、WMI インターフェイスを公開しています。
· ターミナル サービス仮想化: この機能によって、新しい仮想化のシナリオが可能となります。ターミナル サービス (TS) を利用するアプリケーションが影響を受ける可能性はあります。この機能は TS と直接連携するため、この新機能を管理するためには、TS の構成に使用するアプリケーションのアップデートが必要になります。
[bookmark: _Toc217129942]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト (必要に応じて):
ここで挙げた新機能が、パフォーマンス、信頼性、またはユーザビリティの面で悪影響を及ぼすことはありません。
[bookmark: _Toc217129943]その他のリソースへのリンク
Hyper-V v1 用の WMI 管理インターフェイスは、http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc136992(VS.85).aspx (英語) から入手できます。このコンテンツの多くは Hyper-V の v2 を想定して書かれたものです。最新の v2 固有の情報は、Windows 7 のリリースまでには入手可能となる予定です。
[bookmark: _Toc217130081][bookmark: _Ref210023371]サーバー: 64 ビット版のみ 
[bookmark: _Toc217129945]影響を受けるプラットフォーム
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129946]機能の影響
影響度: 中
[bookmark: _Toc217129947]説明
Windows 7 オペレーティング システムのサーバー版には 32 ビットの SKU は存在しません。つまり、Windows Server 7 は、64 ビットの SKU としてのみ出荷されます。ただし、Windows 7 クライアントについては、引き続き 32 ビットの SKU で入手できます。 
[bookmark: _Toc217129948]具体的な影響や現象
影響が生じるのは次の 3 つの領域です。
· 32 ビット ドライバー
· 32 ビット プラグイン
· 16 ビットの実行可能ファイル
[bookmark: _Toc217129949]対処策
[bookmark: _Toc217129950]解決策 (32 ビット ドライバー)
32 ビット ドライバーを署名付きの 64 ビット ドライバーとして再コンパイルします。
[bookmark: _Toc217129951]解決策 (32 ビット プラグイン)
64 ビット Windows では、WoW64 (x86 エミュレーター) によって、32 ビットの Windows アプリケーションをシームレスに実行できます。WoW64 はオプションの機能という位置付けになったため、32 ビットのコードを実行する場合は、別途インストールする必要があります。
WoW64 システムによって 32 ビット アプリケーションと 64 ビット アプリケーションが区別されるので、ファイルやレジストリの競合が発生しません。コンソール アプリケーション、GUI アプリケーション、およびサービス アプリケーションがサポートされます。さらに、32 ビット アプリケーションと 64 ビット アプリケーションの相互運用性も確保されているので、カット アンド ペーストや COM などのシナリオにも対応します。ただし、32 ビット プロセスは 64 ビット DLL を読み込めません。同様に、64 ビット プロセスは 32 ビット DLL を読み込むことができません。この問題は、Windows エクスプローラー用のシェル プラグインで多く見られます。
32 ビット アプリケーションは、IsWow64Process 関数を呼び出すことによって、WOW64 下で実行されているかどうかを検出できます。アプリケーションからプロセッサに関する詳細な情報を取得するには、GetNativeSystemInfo 関数を使用します。
64 ビット Windows では、16 ビットの Windows アプリケーションを実行することはできません。その最も大きな理由は、ハンドルに使用される有効ビットが、64 ビット Windows では 32 ビットであるためです。仮にハンドルを切り捨てて 16 ビット アプリケーションに渡すにしても、データの損失は免れません。16 ビット アプリケーションを起動しようとすると、ERROR_BAD_EXE_FORMAT というエラーが発生します。
[bookmark: _Toc217129952]解決策 (16 ビット実行可能ファイル)
限られた特定の 16 ビット インストーラー プログラムについては、64 ビット Windows に対応しており、移植された 32 ビット バージョンの代わりに使用できます。一連の代替プログラムは、レジストリの次のキーに格納されています。
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\NtVdm64
InstallShield 5.x インストーラーなど、いくつかのインストーラー エンジンについては、組み込みのサポートが存在します。
64 ビット Windows インストーラーでは、32 ビットの MSI ベースのアプリケーションを 64 ビット Windows にシームレスにインストールすることが可能です。
[bookmark: _Toc217129953]その他のリソースへのリンク
· 32 ビット アプリケーションの実行 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384249(VS.85).aspx
· パフォーマンスとメモリの消費 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384219(VS.85).aspx 
· WoW64 実装の詳細 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384274(VS.85).aspx 
· ファイル システム リダイレクター (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384187(VS.85).aspx 
· メモリ管理 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384209(VS.85).aspx 
· プロセッサ アフィニティ (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384228(VS.85).aspx 
· プロセス間通信 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384203(VS.85).aspx 
· アプリケーション インストール (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384143(VS.85).aspx 
· WoW64 のデバッグ (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384163(VS.85).aspx 
· IsWoW64Process 関数 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms684139(VS.85).aspx
· GetNativeSystemInfo 関数 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms724340(VS.85).aspx
[bookmark: _Ref207425317][bookmark: _Toc217130082]ドキュメント フォルダーを置き換えるファイル ライブラリ
[bookmark: _Toc217129955][bookmark: _Ref207425347]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129956]機能の影響
影響度: 中
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129957]説明
ライブラリはローカルやリモートといった空間的な制約にとらわれずに、ファイルを横断的に格納、検索、およびアクセスできる一元化されたフォルダーのような操作感を提供します。 
一般的なファイル関連のダイアログ ボックス (ファイルを開く、名前を付けて保存など) で使用される既定の場所が、ドキュメント フォルダーからドキュメント ライブラリに変更されました。ユーザー インターフェイスは変更されていませんが、今後、ユーザーは、さまざまな角度からライブラリを表示、参照、および検索できるようになります。ユーザーが既定の保存場所を変更するか、異なるフォルダーを選択しない限り、ファイルはライブラリの既定の保存場所に保存されます。 
開発者は IShellLibrary インターフェイスを使用することで、独自のライブラリを作成したり、既存のライブラリに場所を追加することもできます。ライブラリは Known Folder システム (FOLDEDID_DocumentsLibrary など) を使用して検出できます。
[bookmark: _Toc217129958]具体的な影響や現象
ライブラリの実体はファイルであって、フォルダーではありません。そのため、パス操作を実行すると、アプリケーションがファイルとファイルの連結を試みるために、エラーが発生することがあります。
[bookmark: _Toc217129959]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129960]既存の機能に対する影響の解決策
IFileDialog を使用する場合は、以前の OS バージョンのように GetFolder と GetFilename を組み合わせて使用するのではなく、GetResult メソッドを使用する必要があります。Shell 名前空間のアイテム (IShellItem など) を操作する場合は、できるだけ Shell API を使用してください。
[bookmark: _Toc217129961]新機能の活用
独自のライブラリを作成したり、既存のライブラリに場所を追加したりする場合は、IShellLibrary API を使用してください。ライブラリそのものはシェル フォルダーなので、他のシェル フォルダーとまったく同じように列挙できます。
[bookmark: _Toc217129962]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト 
ユーザーが問題なく直接ライブラリに保存できるかどうかを、実際に一般的なファイル関連のダイアログ ボックスを使用して確認します。
[bookmark: _Toc217129963]その他のリソースへのリンク
IShellLibrary に関する MSDN ドキュメント
[bookmark: _Ref210023395][bookmark: _Toc217130083]新しいバイナリ: リファクタリング
[bookmark: _Toc217129965]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129966]機能の影響
影響度: 中
頻度: 高
[bookmark: _Toc217129967]説明
内部的なエンジニアリングの効率を高め、将来的な作業基盤をしっかりと整えておくために、新しい低レベルのバイナリへの機能の再配置を行いました。このリファクタリングによって、将来の Windows 環境の総合的な "表面積" (ディスクやメモリ要件、サービス、攻撃にさらされる領域など) をより小さく抑えることが可能となります。
[bookmark: _Toc217129968]具体的な影響や現象
新しい低レベルのバイナリへ機能面の再配置を行いました。たとえば、kernel32.dll および advapi32.dll の機能は、kernelbase.dll に集約されます。今後、既存のバイナリは、呼び出しを直接処理するのではなく、低レベルの新しいバイナリに転送することになります。転送は静的に行う (エクスポート テーブルにリダイレクトが含まれるようにする) ことも、実行時に行う (Dll に新しいバイナリを呼び出すスタブ ルーチンを持たせる) こともできます。
[bookmark: _Toc217129969]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129970]既存の機能に対する影響の解決策
影響があるのは、ウイルス対策アプリケーションなど、メモリ内の kernel32.dll または advapi32.dll のエクスポート テーブルを参照する際に、何らかの推測を行うコードだけです。 
[bookmark: _Ref207425359]実装の深い部分ではなく、公開されている API を使用するようにしてください。これは、リファクタリングによって、API の詳細な実装を覆い隠すように再配置されている 1 つの例です。
[bookmark: _Ref208228551][bookmark: _Toc217130084]互換性: アプリケーション マニフェスト
[bookmark: _Toc217129972][bookmark: _Ref207425397]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129973]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217129974]説明
Windows 7 では、アプリケーション マニフェストに、"CompatibilityInfo" と呼ばれる新しいセクションが追加されています。Windows は、このセクションを見ることで、アプリケーションが想定している Windows のバージョンを特定し、「レガシー アプリケーションには従来の動作を、新しいアプリケーションには新しい動作を」というように処理を振り分けることができます。
このようにマニフェストをアップデートすることで、従来の Windows オペレーティング システムを想定して設計されたアプリケーションに、より互換性の高い環境を提供することが可能となりました。このことは、将来のアップデートや新バージョンへのアプリケーションの対応力強化にもつながります。たとえば、Windows 7 に CompatibilityInfo セクションが追加されたことによって、Windows Vista を想定して設計されたアプリケーションは、仮に Windows 7 で実行されたとしても、Windows Vista の動作が適用されます。
[bookmark: _Toc217129975]変更の具体的な影響
アプリケーションのマニフェストに CompatibilityInfo セクションが存在しない場合は、既定で従来の動作が適用されます。たとえば、マニフェストにこのセクションを持たないアプリケーションを Windows 7 で実行した場合、そのアプリケーションには Windows Vista の動作が適用されます。
Windows 7 において、この従来の動作をサポートする Windows コンポーネントとしては、現時点で次のものがあります。
· API: GetOverlappedResult
· デスクトップ ウィンドウ マネージャー: Fail/Lock ビット ブリット
· RPC 例外処理
· API: ReadFileEx
· RPC: スレッド プール管理
なお、Windows XP および Windows Vista 上では、このマニフェスト セクションに効力はありません。
[bookmark: _Toc217129976]対処策
[bookmark: _Toc217129977]新機能の活用による従来動作の確保
オペレーティング システムに対する最新の互換性情報に基づいてアプリケーション マニフェストを更新します。以降、マニフェストに書き加える各情報について説明します。
· 名前空間: Compatibility.v1 (xmlns="urn:schemas-microsoft-com:compatibility.v1">)
· セクション名: CompatibilityInfo (新しいセクション)
· SupportedOS: サポートされるオペレーティング システムの GUID。これは、サポートされるオペレーティング システムに関連付けられる GUID です。
· {66666666-6666-6666-6666-666666666666} (Windows Vista): これはスイッチバック コンテキストの既定値です。 
· {77777777-7777-7777-7777-777777777777} (Windows 7): アプリケーション マニフェストでこの値を設定した場合、そのアプリケーションには、Windows 7 の動作が適用されます。
· 将来の Windows バージョンについては、その GUID が適切に生成されてポストされます。
更新されたマニフェストの XML の例を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<assembly xmlns="urn:schemas-microsoft-com:asm.v1" manifestVersion="1.0">
<compatibility xmlns="urn:schemas-microsoft-com:compatibility.v1">
      <application>
         <supportedOS Id="{77777777-7777-7777-7777-777777777777}"/>
         <supportedOS Id="{66666666-6666-6666-6666-666666666666}"/>
      </application>
</compatibility>
</assembly>
[bookmark: _Toc217129978]互換性、パフォーマンス、信頼性、およびユーザビリティのテスト (必要に応じて):
1. 新しい compatibilityInfo セクションと SupportedOS={7…} でアプリケーションをテストします。これによって、最新の Windows 7 コンポーネントを使用してアプリケーションが適切に動作することを確認できます。
2. 新しい compatibilityInfo セクションと SupportedOS={6…} でアプリケーションをテストします。これによって、特定の Windows 7 コンポーネントの従来の動作を使用してアプリケーションが適切に動作することを確認できます。
3. 新しい compatibilityInfo セクションがない状態でアプリケーションをテストします。これによって、特定の Windows 7 コンポーネントの従来の動作を使用してアプリケーションが適切に動作することを確認できます。
[bookmark: _Toc217129979]その他のリソースへのリンク
アプリケーションのロゴ認定 (英語): http://www.innovateon.com/
[bookmark: _Ref210023420][bookmark: _Toc217130085]Microsoft メッセージ キュー (MSMQ): 既定の暗号化アルゴリズムとして SHA-2 を採用
[bookmark: _Toc217129981]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129982]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217129983]説明
Windows 7 の MSMQ では、送信メッセージの署名に SHA-2 が既定値として使用されます。同時に、受信メッセージはすべて SHA-2 で署名されている必要があります。管理者がレジストリ キーを操作することによって、より低レベルの暗号化アルゴリズムを有効にすることができます。
[bookmark: _Toc217129984]具体的な影響や現象 
· Windows 2003 以前の MSMQ は、Windows 7 の MSMQ から送信された署名済みのメッセージを受け付けることはできません。 
· Windows 7 の MSMQ は、Windows 2008 以前から送信された署名済みのメッセージを受け付けることはできません。
[bookmark: _Toc217129985]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129986]軽減策
より強力な署名アルゴリズムを利用するためには、ユーザーが Windows 7 へのアップグレードを検討する必要があります。 
Windows 7 とそれ以前のオペレーティング システム間で、署名済みのメッセージをシームレスに交換できるようにするには、管理者が MSMQ コンピューターに適切な例外を追加する必要があります。
[bookmark: _Ref207425445][bookmark: _Toc217130086]ユーザー インターフェイス: ユーザーアクセス制御ダイアログの更新
[bookmark: _Toc217129988]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129989]機能の影響
影響度: 低
頻度: 実行時に UAC ダイアログが表示される頻度はアプリケーションによって異なります。このダイアログは、昇格された権限でアプリケーションを実行しなければならないときに、その都度表示されます。
[bookmark: _Toc217129990]説明
Windows 7 では、UAC ダイアログ ボックスの選択肢が標準化されています。以前は、ユーザーが [続行]、[キャンセル] など、複数のオプションから選択する必要がありました。Windows 7 では、すべてのダイアログ ボックスが、[はい] か [いいえ] かのどちらかを選べば済むようになっています。ダイアログのレイアウトも、プログラムの名前、発行元、および実行場所が一目でわかるように改善されました。 
[bookmark: _Toc217129991]問題の軽減策と対処策
[bookmark: _Toc217129992]ユーザーアクセス制御ダイアログ改良の利点
UAC の互換性に対するアプリケーション開発要件は、Windows 7 も Vista も変わりません。Vista と互換性のあるアプリケーションであれば、一切修正することなく、Windows 7 の UAC で正常に機能します。Windows XP アプリケーションを Windows 7 で正常に動作させる方法については、Windows Vista アプリケーション互換性に関するドキュメント (英語) でユーザーアクセス制御に関連したトピックを参照してください。
Windows 7 の UAC 改良がユーザーのエクスペリエンスに影響することはあっても、アプリケーションのインターフェイスに影響することはありません。ただし、UAC のダイアログに関連したヘルプ コンテンツがある場合は、スクリーンショットを更新する必要があります。 
[bookmark: _Toc217129993]その他のリソースへのリンク
Windows Vista アプリケーション互換性に関するドキュメント (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb757005.aspx 
[bookmark: _Toc217130087]ツール、リソース、ベスト プラクティス
ここでは、既存のアプリケーションとの互換性が保たれるかどうかを確認したいと考えるアプリケーション開発者や、これから設計する新しいアプリケーションの品質と互換性を最大限に高める方法を模索しているアプリケーション開発者を対象に、有益な情報を提供します。入手可能なツールとリソースとしては、次のようなものがあります。それぞれの項目をクリックすると、該当するセクションに移動できます。
· Application Verifier
· DISM が pkgmgr、PEImg、IntlConfg の後継ツールに
· 互換性: Windows トラブルシューティング
· Network Hang Recovery
· 信頼性分析コンポーネント (RAC)
· Windows エラー報告 (WER) Problem Steps Recorder
· Windows 7 および Windows Server 2008 R2 アプリケーションの認定
[bookmark: _Ref207426074][bookmark: _Toc217130088]Application Verifier
[bookmark: _Toc217129996]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217129997]機能の影響
コード中に未検出のエラーがある場合のみ、変更を検出できます。 
影響度: 高
頻度: 低
影響度を "高" としたのは、異常な条件が検出された場合のクラッシュ ポイントまたはブレーク ポイントを挿入したためです。また、新たなクラッシュ ポイントがそれほど膨大な数に上るとは考えにくいため、頻度は "低" としました。
[bookmark: _Toc217129998]説明
Application Verifier は、さまざまな開発の品質を判断するためのツールとして、より一層有効に活用していただけるように改良されています。具体的な改良点は、次のとおりです。
· スレッド プールの使用に関して Windows エラー報告チームによって検出された問題を解決するためのチェックを追加しました。 
· Windows 7 時代を迎えるにあたってのニーズの変化に対応するために、32 ビット版と 64 ビット版のパッケージを統合しました。たとえば、32 ビット コンポーネントを 64 ビット版 Windows 環境でテストするニーズや、全般的な単純化を求める意見が反映されています。 
· マルチ スレッド アプリケーション用のチェックや、64 ビット Windows 上で実行される 32 ビット アプリケーションのチェックが追加されているほか、133 件のバグ修正が行われました。
これらの変更は、スレッド チェックを無効にしているユーザーには影響しません。逆にスレッド チェックを有効にすると、スレッド プールの使用に関連した問題の、より高度な検出と診断が可能となります。
このサービスを使用した場合、若干パフォーマンスが低下しますが、一般にはリテール環境で実行されることはないので、低下の水準としては許容範囲であると思われます。
[bookmark: _Toc217129999]使用方法
信頼性が高い Windows アプリケーションを実現するには、次の手順に従います。
· まず、アンマネージ コードで作成されたアプリケーションを、顧客にリリースする前に Application Verifier でテストします。
· 次に、Windows エラー報告機能によって収集される、アプリケーションのエラー報告を監視します。
· 最後に、Application Verifier から提供される手順に従って異常な条件を解決します。
基本テスト (Basics) では、スレッド プール チェックが既定で有効になります。この新しいチェックは既定の設定として位置付けられているため、ユーザーは自分のコードに対し、標準の設定のまま Application Verifier を実行するだけで、これを利用できます。
この機能はデバッグ バージョンで実行されることがほとんどであり、パフォーマンスが問題になることは通常ありません。スレッド プール チェックをはじめとする、Application Verifier の各種のチェック機能を使用することによってパフォーマンスの問題が生じる場合は、必要なチェックを 1 つずつ、すべて終えるまで実行するようにします。
Windows システム上でアプリケーションがクラッシュするケースの約 10% は、ヒープの破損に起因します。こうしたクラッシュを発生後にデバッグすることは、ほぼ不可能です。これらの問題を回避する最善の方法は、Application Verifier のページ ヒープ (Page Heap) 機能を使ってテストすることです。 
アプリケーションの信頼性の状態は、Winqual Web ポータルで確認します。このポータルには、Windows エラー報告機能によって収集されたエラー情報が表示されるので、最も頻繁に発生している障害を容易に特定することができます。詳細については、「Windows エラー報告: はじめに (英語)」を参照してください。このサービスは無料です。 
WinQual を利用するためには、次の手順に従う必要があります。
1. 所属する組織を WinQual に登録します (Verisign ID が必要です)。WinQual に関する Windows 7 情報は、開発者ポータルの Vista SP1 の Windows Server 2008 カテゴリで参照できます。Windows 7 のカテゴリも間もなく追加される予定です。 
2. ISV アプリケーションを製品名および ISV 名前に対応付けます。これによって、エラー報告が該当する会社にリンクされます。エラー報告が他の ISV によって参照されることはありません。 
3. ポータルを使用して問題を特定します。ISV は、障害が発生した場合の対処手順を顧客に伝えるレスポンスを作成することもできます。このシステムは世界 10 言語をサポートしています。 
[bookmark: _Toc217130000]その他のリソースへのリンク
Windows 用デバッグ ツール:
· 概要 (英語): http://www.microsoft.com/whdc/DevTools/Debugging/default.mspx
Application Verifier:
· 概要 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms644353.aspx
· ダウンロード (英語): http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=bd02c19c-1250-433c-8c1b-2619bd93b3a2&DisplayLang=en
· Microsoft Visual Studio 2008/.NET Framework 3.5 向けの情報 (英語): http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms220948.aspx
WinQual:
· Windows Quality Online Services (Winqual) (英語): https://winqual.microsoft.com
· Windows エラー報告: はじめに (英語): http://www.microsoft.com/whdc/maintain/StartWER.mspx
[bookmark: _Ref207426084][bookmark: _Toc217130089]DISM が pkgmgr、PEImg、IntlConfg の後継ツールに
[bookmark: _Toc217130002]影響を受けるプラットフォーム
クライアント*: Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
* 注: Vista SP1 以降、および Server 2008 RTM 以降をサポートします。
[bookmark: _Toc217130003]機能の影響
影響度: 低
頻度: 高
[bookmark: _Toc217130004]説明
Deployment Image Servicing and Management (DISM) ツールは、Windows 7 で廃止される pkgmgr、PEImg、IntlConfg という 3 つのツールの後継となるツールです。DISM は、この 3 つのツールのすべての機能を集約し、現行ユーザーから寄せられた不満の原因を取り除きながら、より効率的に、そして、より統一された方法で利用できるようになっています。 
DISM には、Windows Vista SP1 以降用および Windows Server 2008 RTM 以降用に、Windows 7 上で実行されているレガシー アプリケーションからの pkgmgr の呼び出しを DISM にリダイレクトする shim が搭載されています。アプリケーションが、サポートされるいずれかのオペレーティング システム上で実行された場合、その呼び出しが shim によって pkgmgr にルーティングされます。
PEImg や IntlConfg を呼び出すレガシー アプリケーション用の shim は存在しません。
[bookmark: _Toc217130005]使用方法
サポート対象のいずれのプラットフォームでも、pkgmgr のエンド ユーザーには DISM の存在が見えないようになっています。ただし、アプリケーションが Windows 7 から PEImg または IntlConfg を呼び出そうとすると、エラーが発生します。
pkgmgr、PEImg、または IntlConfg を呼び出すスクリプトについては、今後、DISM を呼び出すように変更する必要があります。この作業の中で重要になるのは、pkgmgr スクリプトの更新です。その理由は、pkgmgr の下位互換性を可能にしている shim が、将来のバージョンの Windows オペレーティング システムでは廃止される予定であるためです。
pkgmgr、PEImg、および IntlConfg を呼び出す箇所はすべて DISM で置き換えて、正常に実行できることを確認するようにしてください。
[bookmark: _Ref207425376][bookmark: _Toc217130090]互換性: Windows トラブルシューティング
[bookmark: _Toc217130007]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217130008]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217130009]説明
新しい Windows 7 ソリューション センター機能 (Windows トラブルシューティング) は、体系的なトラブルシューティング エクスペリエンスをユーザーに提供します。システム トレイに常時表示される 5 つのアイコンの 1 つがソリューション センターです。Windows トラブルシューティングからは、付属のトラブルシューティング パックを参照したり検索したりできます。さらに、インターネット上のマイクロソフトのサーバーに格納されているトラブルシューティング パックにも対応しており、"Better When Connected (BWC)" のエクスペリエンスが実現されています。トラブルシューティング パックを選択し、実行することにより、問題の解決を試みることができます。問題の解決方法が見つからなくても、ヘルプ、コミュニティ コンテンツ、サポート記事を検索したり、その他の関連コンテンツのトラブルシューティング パックを検索したりと、さまざまな選択肢が設けられています。それでも問題が解決しない場合は、PC の状態を問題発生前の時点まで戻すか、リモート アシスタンスを通じて協力を求めることができます。この機能の目的は、ユーザーが問題の解決策を容易に、迅速に見つけることができるようにすることです。 
[bookmark: _Toc217130010]使用方法
ソリューション センターは、見た目にも存在が確認しやすく、また、さまざまな場所から利用できるようになっています。システム トレイのコンテキスト メニュー、コントロール パネルの [システムとメンテナンス] のショートカット リンク、ソリューション センターのメイン ページ、ヘルプ コンテンツなどから起動できます。 
トラブルシューティング パックは、PowerShell スクリプトをベースとしています。今後、OEM、IHV、ISV、IT プロフェッショナルが、独自のトラブルシューティング コンテンツを開発し、出荷できるように、トラブルシューティング パックの作成と公開のプロセスが公開される予定です。 
独自のトラブルシューティング パックを作成する際は、ユーザー エクスペリエンスの一貫性を確保するため、Windows Troubleshooting Toolkit に書かれているベスト プラクティスとガイドラインに必ず従うようにしてください。
[bookmark: _Ref207426100][bookmark: _Toc217130091]Network Hang Recovery
[bookmark: _Toc217130012]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217130013]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217130014]説明
実行中のアプリケーションがユーザー入力に応答しない状態を、アプリケーションが "ハング" したといいます。アプリケーションが何かの機能をネットワーク経由で実行しているとき、アプリケーションがネットワークからの応答を待機したまま、ユーザー入力に応答しなくなる場合があります。この状態を "ネットワーク ハング" といいます。  
Windows アプリケーションの体感的な信頼性は、ネットワーク ハングから回復する機会をユーザーに提供することによって向上させることができます。ネットワーク ハングを起こしているアプリケーションを強制終了しようとすると、それを Windows が検出して、アプリケーションを回復するためのオプションを表示します。このオプションが提供されることによって、アプリケーションを終了したために保存されていないデータが失われてしまう事態を回避できる場合があります。それ以外にも、アプリケーションを強制終了することによるさまざまな悪影響を防ぐことが可能です。  
Windows Network Hang Recovery は、ハングしたアプリケーションによって使用されているネットワーク接続を切断します。このイベントによってアプリケーション内の例外ハンドラーをトリガーし、待機中のネットワーク操作をキャンセルして、必要な是正措置を講じることができます。最終的には、ユーザー入力に応答できる状態まで、アプリケーションを回復させることができます。 
場合によっては、回復できない種類のハングが発生し、深刻な結果を免れないこともあります。たとえば、ハングしたアプリケーションが別のアプリケーションとネットワーク接続を共有しているとき、ネットワーク接続を切断することによってハングしたアプリケーションの回復を図った場合、他のアプリケーションに支障が生じます。複数のアプリケーションをサポートする接続を提供し、回復不可能なハングを引き起こすようなプロトコルは限られています。そのため、ネットワーク ハングへの対処には、ハングの種類を診断する作業が伴います。この診断は、ネットワーク接続にどのようなプロトコルが使用されているか、接続が他のアプリケーションと共有されているかどうかに基づいて行われます。Network Hang Recovery は、ハングが回復不能であると判断された後でのみ実行されます。
[bookmark: _Toc217130015]使用方法
ネットワーク ハングを起こしているアプリケーションを強制終了しようとすると、それを Windows が検出して、アプリケーションを回復するためのオプションを表示します。このオプションが提供されることによって、アプリケーションを終了したために保存されていないデータが失われてしまう事態を回避できる場合があります。それ以外にも、アプリケーションを強制終了することによるさまざまな悪影響を防ぐことが可能です。  
ネットワーク ハングから回復を試みた結果として接続が切断されることもある点に注意してください。 
ハングしたアプリケーションを終了するように選択すると、回復を試みるかどうかを確認するオプションが表示されるので、このオプションをクリックしなければ、Network Hang Recovery は実行されません。 
· ブロッキング コール (UI スレッドでネットワークに対して呼び出しを行うなど) は避け、アプリケーションの応答性を保つようにしてください。
· ネットワーク接続を使用する場合は、ネットワーク例外ハンドラーを実装します。
· ユーザーのデータと状態を維持することにより、業務の中断を最小限に抑える。
· アプリケーションの終了/強制終了を避ける。
· 接続状態の確認なしで自動的に再試行することは避ける (再試行によってハングが無限に繰り返される場合があるため)。
ネットワーク ハングへのアプリケーションの回復力を、Network Hang Recovery だけに依存することは避けてください。最初からネットワーク ハングに対する回復力を念頭に置いてアプリケーションを設計し、プログラミングする必要があります。 
[bookmark: _Toc217130016]その他のリソースへのリンク
なし。
[bookmark: _Ref207426124][bookmark: _Toc217130092]信頼性分析コンポーネント (RAC)
[bookmark: _Toc217130018]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217130019]機能の影響
RAC は、コード内の問題の原因を特定するツールです。そのため、影響という観点での特記事項はありません。 
[bookmark: _Toc217130020]説明
信頼性分析コンポーネントは、システム安定性インデックスを算出する信頼性モニターに対して情報を提供するコンポーネントです。システム安定性インデックスは、1 (安定性が最も低い) から 10 (安定性が最も高い) までの数値であり、一定期間に検出された特定の障害の件数から導かれる、重み付けされた測定結果です。システム安定性レポートには、特定の障害についての情報が報告されます。
[bookmark: _Toc217130021]使用方法
アプリケーションの安定性を監視するには、RAC のイベント コンテンツ ログおよび安定性インデックスを使用します。RAC データの API は WMI (Windows Management Instrumentation) で、データは Windows 7 の Win32_ReliabilityStabilityMetrics および Win32_ReliabilityRecords を介して公開されます (Windows Vista などの下位システムには、このデータは存在しません)。クラッシュの場所を特定するには、Winqual を使用します。
[bookmark: _Toc217130022]その他のリソースへのリンク
Windows Quality Online Services (Winqual) (英語): https://winqual.microsoft.com
[bookmark: _Ref207426135][bookmark: _Toc217130093]Windows エラー報告 (WER) Problem Steps Recorder
[bookmark: _Toc217130024]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows 7
サーバー: Windows Server 2008 R2
[bookmark: _Toc217130025]機能の影響
影響度: 低
頻度: 低
[bookmark: _Toc217130026]説明
Windows 7 より前のバージョンでは、ワトソン博士の機能によってクラッシュ/ハング レポートが収集されており、修復を要する問題を把握することができました。これらのレポートには、問題の全般的な性質を理解するうえで有益な情報が記録されています。しかし、根本的な原因を特定するのには決して十分とは言えません。開発者はデバッグ目的でクラッシュ/ハングのシナリオを再現するツールを必要としていました。ワトソン博士には、そのような機能はありません。 
Windows 7 の Windows エラー報告には、新機能として Problem Steps Recorder (PSR) が追加されました。この機能を使用すると、ユーザーがどのような操作を実行した結果、クラッシュが発生したのか、という情報を収集できます。その状況を再現することで、分析やデバッグを効率的に行うことが可能となります。 
[bookmark: _Toc217130027]使用方法
このツールがアプリケーションの動作に影響するとすれば、Windows エラー報告サービスの開発者から、そのアプリケーションに対して PSR を有効にするように求められたときだけです。アプリケーションに対して PSR を有効にすると、アプリケーションのパフォーマンスが若干低下します。PSS/CSS でも、エンド ユーザー顧客のトラブルシューティングを行う際に、このツールの使用を予定しています。
PSR は Watson バックエンドから有効にする必要があります。
[bookmark: _Toc217130028]その他のリソースへのリンク
なし。
[bookmark: _Ref208307041][bookmark: _Toc217130094]Windows 7 および Windows Server 2008 R2 アプリケーションの認定
[bookmark: _Toc217130030]影響を受けるプラットフォーム
クライアント: Windows XP | Windows Vista | Windows 7
サーバー: Windows Server 2003 | Windows Server 2008 | Windows Server 2008 R2
Windows ロゴの使用に関するアプリケーションの認定プロセスが、サーバー アプリケーションよりも、特にクライアント アプリケーションで大きく変更されました。このトピックでは、プラットフォームごとの認定について説明します。
[bookmark: _Toc217130031]説明: クライアント アプリケーションの認定
Windows® 7 のタイムフレームの中で、マイクロソフトは、これまで築き上げてきた Windows の成功を基盤とし、より顧客の立場に立ったロゴ プログラムの拡大を推進していきたいと考えています。Windows 7 のロゴ プログラムは、パートナーおよびお客様からのフィードバックに基づいて、デバイス、システム、およびアプリケーションの互換性と信頼性の向上を図り、Windows の基準をより高いレベルで満たすことに重点が置かれています。Windows 7 では、システム、デバイス、およびアプリケーションでロゴが与えられるプログラム案が出されています。 
加えて、認定取得プロセスも改善されました。従来、開発したアプリケーションに対し、マイクロソフト公認のテスティング機関で認定テストを実施する必要がありましたが、その要件がなくなります。その代わりとして、マイクロソフトは、認定要件への準拠を支援するテスト キットの開発を進めています。要件の数そのものも、大きく削減されました。ハードウェア プログラムと同様、いくつかのポリシーを作成しました。特定のテスト ケースにリンクされているわけではありませんが、今後は、これらのポリシーが適用されることとなります。すべての要件を満たし、すべてのポリシーに準拠してはじめて、Windows 7 認定を取得することができます。 
パートナーが画期的な技術を開発し、その技術投資に見合った利益を得ることができるようにすることは、マイクロソフトがこのロゴ プログラムで重視している基本的な事柄の 1 つです。それを具現化するために、追加資格認定 (AQ: Additional Qualifications) を設けました。追加資格認定が投資の成果を正しく見極め、顧客にとってよりわかりやすい形で示すことによって、主要なテクノロジの認知度を高めることにつながります。追加資格認定を含むロゴ プログラムの詳細については、http://www.innovateonwindows.com/logo (英語) を参照してください。 
[bookmark: _Toc217130032]プロセス: クライアント アプリケーションの認定
アプリケーションをテストする準備が整ったら、次の手順に従います。
1. Winqual アカウントを作成します。
https://winqual.microsoft.com/ (英語)
2. Winqual に対し製品情報を安全に転送するため、VeriSign デジタル署名を作成します。
https://securitycenter.verisign.com/celp/enroll/retail;jsessionid=HZpCyxsw5nz42yBnR36l1O1MJWT1wAgzXSS1rJ2fhwZsXOzdVOGJ!-254355561 (英語)
3. Winqual に説明されている手順に従います。
4. 認定を受けます。
[bookmark: _Toc217130033]説明: サーバー アプリケーションの認定
Windows 7 のサーバー アプリケーションの認定プロセスは、Windows Server 2008 の認定プロセスと似ています。
· ロゴ認定には、次の 5 つの品質基準 (品質の柱) があります。
· Windows Fundamentals
· インストールとアンインストール
· セキュリティ
· 信頼性と高可用性
· Hyper-V との互換性
· それぞれの品質の柱は、アプリケーションが満たす必要のある特定の要件に分けられます。
· これらの要件はさらに、決定論的なテストに分けられます。
要件に準拠しているかどうかのテストには、次の 2 つのサーバー ロゴ プログラム ツールを利用できます。
· 認定ツール (Certification Tool)
· Windows システム状態アナライザー (Windows System State Analyzer)
[bookmark: _Toc217130034]プロセス: サーバー アプリケーションの認定 
ロゴ認定プロセスには、セルフ テストとサード パーティ テストの 2 つがあります。ほとんどのテストは、マイクロソフト公認のサード パーティのテスト ベンダーが行います。ただし、一部の長期的なテストやクラスター テストは、開発者側で行う必要があります。
ロゴ認定取得の準備が整ったら、次の手順に従います。
1. ロゴ認定ページから認定テスト ツールをダウンロードします (登録や料金は不要)。
2. 技術的な基準と照らしてアプリケーションを評価します。
a. 技術的な質問や不明点については、まず MSDN フォーラム (英語) までお寄せください。
b. 解決しない場合は、専用のメール アドレス (WsLogoFB@Microsoft.com) までご連絡ください。
3. 最終的な認定が完了するまでに、特定のセルフ テストの記録が必要です。たとえば、長期的な負荷テストが開発者側で実施済みであることの記録を残しておきます (マイクロソフトに提示するのは記録だけでかまいません)。
4. アプリケーションの公式テストに提出する準備ができたら、マイクロソフト公認のテスト ベンダーに連絡してください。必要な情報はその時点でお伝えします。
5. すべてのテストに合格すると、パッケージや広告に Certified For Windows Server ロゴを使用する権利が付与されます。
6. いずれかのテストで不合格になった場合、マイクロソフトが、必要に応じて、その不合格となった問題の解決を支援するケースもあります (権利放棄要求の評価など)。
[bookmark: _Toc217130035]その他のリソースへのリンク
· クライアント アプリケーションのロゴ認定 (英語): http://www.innovateonwindows.com/logo  
· サーバー ロゴ ツール (英語): www.InnovateOnWindowsServer.com
· サーバー アプリケーションのロゴ認定 (英語): http://www.innovateon.com/
· サーバー ロゴ プログラム認定ツール (x86): http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=111718
· サーバー ロゴ プログラム認定ツール (x64): http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=111717
· ツールの使用 (Works With Tool): http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=111715
· Windows システム状態アナライザー (Windows System State Analyzer): http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=111722
· MSDN フォーラム (英語): http://forums.microsoft.com/MSDN/ShowForum.aspx?ForumID=1850&SiteID=1
· ロゴ メールボックス: SWLogo@Microsoft.com
· Windows Quality Online Services (Winqual) (英語): https://winqual.microsoft.com
